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Ａ：被害な

ンソウケナ
発生生態 
は、ホウレン

被害の激しい
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ウ株に寄生す

の体長は約

では増えに

上の温度で生
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種的・物理

レンソウ圃場
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るホウレン
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発生を確認
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Ｂ：コナダニ
２枚以内の

ホ

ダニ 

新芽に寄生

止りとなり、

回であり、夏

４葉期頃ま

で体色は乳白

設栽培のホ

低温には強

での浅い所で

ら沖縄まで全

の過乾を抑

ビニールを

渣は除去す

利用すると

認した場合

布）と２葉

は、子葉期

かったが、

a をホウレ

能性展着剤

水した後に

ホウレンソウ

ニによる奇形葉
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ウレンソウケ

し、葉が展

、収穫が皆

夏には被害

では被害の

白色である

ホウレンソ

く高温に弱

で生息する

全国的に広

える。堆肥
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る。収穫ま

発生確認が
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葉期と４葉期
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２葉期～４
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葉 Ｃ：奇形葉
 中心部の褐

ナガコナダニ

展開するとこ

皆無となる。
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の確認が困

る。なたね油
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の散布剤に

４葉期に発

に加え、土

ーチ BI 等）を

方が、防除

の加害    

葉３～４枚で
褐変はなし  

の被害

こぶ状の小

発生時期
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難である。

油かすは好

顕著な被害
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すると土壌
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施用を避け

熟させたも
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散布剤による

による防除が

生を確認し

土壌へもたっ

を添加する

除効果が高い
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 Ｄ：奇形葉
中心部が褐変

小突起が生

は春（１月

２～４葉期頃

 
好適餌である

害が発生する

産卵数が多

壌深層やホ

け、６月頃に

ものを施用

種を栽培す

る防除を実

が必要とな

した場合は

っぷり散布

ると効果が向
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じて奇形と
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頃からホウ
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